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連載

Ｐ４　法テラスが「個別ケース会議」に弁護士を派遣します
　　　法テラスかながわ

Ｐ５　神奈川県における自殺対策の取り組み
　　　県がん・疾病対策課

Ｐ８　ハザマの福祉課題－④

コロナ特例貸付における借受者へのフォローアップ
～生活再建に向けた各社協の取り組みと今後の支援～

特集 クライミングのコースを下から説
明する白井さん（写真中央）。
（N）モンキーマジックは、フリー
クライミングを通じて、視覚障害
者をはじめ、障害の有無に関わら
ず人々の可能性を大きく広げるこ
とを目的に活動している。
 【詳しくは12面へ】
撮　　影：菊地信夫
撮影協力：クライミングジム ライズ

今月の表紙



特集

（表１）コロナ特例貸付の免除要件等

※いずれも償還済額は除く
※ 住民税非課税による償還免除の判定を行う年度は、資金種類や貸付の受付時期によって異なる

コロナ特例貸付における借受者への
フォローアップ

～生活再建に向けた各社協の取り組みと今後の支援～
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、令和２年３月から開始された緊急小口資金及び総合支援資金の特
例貸付（以下、コロナ特例貸付）は、令和４年９月に貸付申請の受付を終了し、令和５年１月には償還（返済）が
開始されました。徐々に以前の生活を取り戻しつつある一方、今なお生活に困窮する方の声も多く寄せられます。
　償還開始から１年が経過し、貸付を受けた方々の現在の生活状況が見えてきた今、コロナ特例貸付を通してつな
がった方々にどのように寄り添い、支援につないでいるのかをお伝えします。

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
と
は

　

令
和
２
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
多
く
の
方
々
の

生
活
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
対
象

を
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ

り
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
」
へ
拡
大

し
た
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
緊
急
小
口
資
金
は
最
大
で
20
万
円
、

総
合
支
援
資
金
は
初
回
貸
付
・
延
長
貸

付
・
再
貸
付
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
単
身
世

帯
45
万
円
、
複
数
世
帯
60
万
円
を
上
限
と

し
、
最
大
で
一
世
帯
あ
た
り
２
０
０
万
円

の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
県
に
お
い
て
は
緊
急
小
口
資
金
で
約

10
万
件
・
１
９
４
億
円
、
総
合
支
援
資
金

で
約
13
万
件
・
６
８
４
億
円
の
貸
付
を
行

い
ま
し
た
。
貸
付
に
よ
り
世
帯
を
支
え
た

一
方
で
、
特
に
ひ
と
り
親
世
帯
や
自
営
業

者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
外
国
籍
の
方
等
、

脆
弱
な
生
活
基
盤
の
も
と
で
生
活
を
送
っ

て
い
た
方
々
が
顕
在
化
す
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

償
還
免
除
と
償
還
猶
予

　

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は
令
和
５
年
１
月
以

降
、
資
金
種
類
や
貸
付
の
申
請
時
期
ご
と

に
順
次
、
償
還
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、

生
活
再
建
に
至
ら
ず
償
還
が
困
難
な
方
に

向
け
、
償
還
免
除
の
制
度
（
表
１
）
や
、

償
還
猶
予
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
緊
急
小
口
資
金
、
総
合

支
援
資
金
の
初
回
貸
付
分
、
延
長
貸
付
分

の
償
還
免
除
及
び
償
還
猶
予
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
償
還
猶
予
は
、
免
除

要
件
に
は
該
当
し
な
い
も
の
の
償
還
困
難

な
方
に
つ
い
て
、
原
則
１
年
間
償
還
を
待

つ
制
度
で
す
。
申
請
理
由
①
〜
④
（
図
２
）

の
場
合
は
根
拠
書
類
の
提
出
を
必
須
と
し

て
い
ま
す
が
、
書
類
の
準
備
が
困
難
な
場

合
、
本
会
及
び
各
市
区
町
村
社
協
（
以
下
、

各
社
協
）
に
て
生
活
状
況
を
聞
き
取
り
、

意
見
書
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

（
申
請
理
由
⑥
）。
償
還
猶
予
決
定
後
は
、

（図１）本県における償還免除申請状況等
　対象債権数：205,939件（令和６年１月18日時点）

（図２）本県における償還猶予の申請理由内訳
　償還猶予者数：7,047件（令和６年１月18日時点）

本
会
に
て
作
成
し
た
猶
予
決
定
者
一
覧
を

各
社
協
に
提
供
し
、
見
守
り
支
援
等
へ
と

つ
な
い
で
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
１
月
か
ら
総
合
支
援
資
金
の

再
貸
付
分
が
償
還
開
始
と
な
り
ま
す
が
、

毎
月
の
償
還
額
が
最
大
で
２
万
円
を
超
え

る
こ
と
か
ら
、
今
後
償
還
猶
予
を
希
望
す

る
方
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

償還猶予
7,047件
3.4%

償還開始前
27,714件 13.5%

償還完了
2,587件 1.3%

償還免除による償還完了
64,199件 31.2%

一部免除
1,270件 0.6%

償還実行中
53,856件 26.2%

未応答
49,266件
23.9%
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SPECIAL  EDITION

各
社
協
に
よ
る
取
り
組
み

　

令
和
４
年
10
月
、
厚
労
省
よ
り
通
知
が

発
出
さ
れ
、
借
受
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

支
援
と
そ
れ
に
伴
い
各
社
協
が
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
通
知
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
で
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
各
社
協

の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
川
崎
市
社
協
で
は
、
生
活
再
建
支
援
室

を
立
ち
上
げ
、
①
市
内
在
住
の
コ
ロ
ナ
特

例
貸
付
借
受
者
想
定
２
万
人
と
つ
な
が
る

こ
と
、
②
「
困
っ
た
ら
社
協
に
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
標
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
に
よ
り
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
借
受
人
と
や
り
取
り
を
重

ね
、
食
料
支
援
や
住
民
票
取
得
の
た
め
役

所
に
同
行
す
る
な
ど
の
支
援
に
つ
な
が
っ

た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
免
除

申
請
の
不
備
対
応
を
支
援
し
、
償
還
免
除

に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

●
相
模
原
市
社
協
で
は
、
主
に
償
還
猶
予

中
の
方
を
対
象
に
、
市
社
協
で
作
成
し
た

書
面
で
案
内
し
、
状
況
確
認
に
努
め
て
い

ま
す
。
支
援
を
標
準
化
す
る
た
め
３
区（
中

央
区
、
南
区
、
緑
区
）
の
窓
口
を
中
央
区

に
一
本
化
し
、
専
任
の
職
員
を
中
心
と
し

て
相
談
希
望
者
か
ら
生
活
状
況
や
今
後
の

見
通
し
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
聞
き

取
っ
た
状
況
と
ご
本
人
の
意
向
を
基
に
、

市
社
協
内
で
の
方
針
決
定
会
議
で
対
応
を

定
め
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
Ｃ
Ｓ
Ｗ
や
自

立
支
援
相
談
窓
口
等
と
連
携
し
、
支
援
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

●
藤
沢
市
社
協
で
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

支
援
の
た
め
に
専
任
の
職
員
を
配
置
し
、

猶
予
決
定
者
一
覧
等
を
活
用
し
て
対
象
世

帯
へ
通
知
文
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
相
談

方
法
を
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
、
メ
ー
ル
、

電
話
、
来
所
な
ど
複
数
用
意
し
、
さ
ら
に

土
日
祝
日
や
時
間
外
等
、
可
能
な
限
り
相

談
者
に
合
わ
せ
た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

藤沢市社協より送付している通知

　

他
に
も
、
困
り
ご
と
別
の
相
談
窓
口
に

関
す
る
案
内
を
作
成
し
借
受
者
へ
郵
送
す

る
な
ど
、
各
社
協
に
お
い
て
工
夫
し
な
が

ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
横
浜
市
と
連
携
し
、
本
会
か

ら
送
付
す
る
通
知
に
横
浜
市
主
催
の
家
計

改
善
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
や
自
立

相
談
支
援
機
関
の
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
に
よ
り
つ
な

が
っ
た
方
々
が
、他
機
関
へ
つ
な
が
る
き
っ

か
け
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
支
援
の
あ
り
方

　

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
償
還
期
間
は
最
長

で
10
年
間
を
超
え
、
今
後
の
支
援
策
も
そ

の
時
々
の
局
面
で
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
当
面
の
課
題
と
し
て
、
償
還

も
な
く
免
除
や
猶
予
の
申
請
も
さ
れ
て
い

な
い
未
応
答
の
方
へ
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

償
還
免
除
や
償
還
猶
予
の
要
件
が
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
借
受
者
自
身
が
ど

の
要
件
に
該
当
す
る
の
か
を
判
断
で
き

ず
、
結
果
と
し
て
未
応
答
と
な
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
に
、

未
応
答
で
あ
っ
た
方
よ
り
償
還
が
難
し
い

と
相
談
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
実
は
償
還
免

除
の
対
象
で
あ
っ
た
と
わ
か
っ
た
ケ
ー
ス

や
、
届
い
た
通
知
の
内
容
が
分
か
ら
な
い

と
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
現
在
は
郵
送
に
よ
る
通
知
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
案
内
を
中
心
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
活
用

し
、
多
言
語
へ
の
対
応
や
イ
ラ
ス
ト
を
使

用
す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
に
分
か
り

や
す
い
情
報
を
届
け
る
と
と
も
に
、
電
話

や
訪
問
等
の
積
極
的
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
へ
連
絡
な
く
転
居
さ
れ
、

通
知
が
届
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
償
還
免
除
申
請
書
を
送
付
し
た
と
こ

ろ
、
令
和
４
年
度
・
５
年
度
で
約
７
千
名

分
が
宛
所
不
明
の
た
め
返
送
さ
れ
ま
し

た
。
住
所
調
査
に
よ
り
借
受
者
の
所
在
を

把
握
の
う
え
、
生
活
状
況
を
確
認
し
、
各

社
協
を
は
じ
め
生
活
保
護
や
家
計
改
善
、

法
テ
ラ
ス
等
の
適
切
な
支
援
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
本
会
の
役
割
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

本
来
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、

一
時
的
に
資
金
を
貸
し
付
け
し
、
必
要
な

相
談
支
援
を
行
う
こ
と
で
世
帯
の
自
立
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
償
還

が
完
了
し
て
初
め
て
世
帯
の
自
立
に
つ
な

が
っ
た
と
い
え
ま
す
が
、
償
還
免
除
や
未

応
答
の
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
も
何
ら

か
の
困
り
ご
と
を
抱
え
て
生
活
し
て
い
る

方
も
多
く
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
き
っ
か
け
に
、
今

ま
で
社
協
と
関
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

方
々
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
方
々
に
丁
寧
な
対
応
が
行
え
る

よ
う
支
援
体
制
を
整
備
し
つ
つ
、
各
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
し
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
生
活
支
援
課
）

コロナ特例貸付の貸付要件や
変遷等についてはこちら
福祉タイムズ2023年２月号
https://www.knsyk.jp/fuku
shi-times/855

償還免除要件の詳細に
ついてはこちら
https://www.knsyk.jp/servi
ce/fukushi-shikin/shokan
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法
テ
ラ
ス
が
「
個
別
ケ
ー
ス
会
議
」
に
弁
護
士
を
派
遣
し
ま
す

 

―
困
難
事
例
を
抱
え
る
福
祉
の
チ
ー
ム
に
地
域
の
弁
護
士
も

● 
ケ
ー
ス
会
議
弁
護
士
派
遣
モ
デ
ル

事
業
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
、
県
内
の
自
治

体
、
福
祉
機
関
な
ど
が
実
施
す
る
「
個

別
ケ
ー
ス
会
議
」
に
法
テ
ラ
ス
か
ら
弁

護
士
を
無
料
で
派
遣
す
る
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

本
モ
デ
ル
事
業
は
令
和
８
年
３
月
末

ま
で
の
事
業
で
す
が
、
問
題
解
決
の
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
複
合
的
な
課

題
を
抱
え
た
人
や
制
度
の
狭
間
に
あ
る

人
の
迅
速
か
つ
適
切
な
支
援
に
お
役
立

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、

自
治
体
等
に
ご
負
担
い
た
だ
く
費
用
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
は
、
判
断
能
力
の
低
下
し

た
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
消
費
者

被
害
に
遭
っ
て
い
る
よ
う
な
と
き
や
、

認
知
症
に
よ
り
日
常
生
活
に
さ
ま
ざ
ま

支
障
を
き
た
し
、
光
熱
費
等
の
滞
納
で

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
止
ま
り
か
ね
な
い
状

態
の
と
き
、
ま
た
は
家
族
全
員
に
病
気

や
障
害
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
家
が
い

わ
ゆ
る
「
ご
み
屋
敷
」
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
き
な
ど
、
ケ
ー
ス
会
議
が
開

催
さ
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
は
法
テ
ラ
ス

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
が
福
祉

機
関
の
関
係
者
た
ち
と
連
携
し
な
が

ら
、
法
律
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
課

題
の
整
理
を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

会
議
は
左
記
の
要
件
を
満
た
す
会
議
で

す
。
な
お
、
対
面
の
ほ
か
、
電
話
・
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ケ
ー
ス
会
議
も
対
象

で
す
。

① 

県
内
の
福
祉
関
係
機
関
が
主
催
す
る

会
議
で
あ
る
こ
と
（
自
治
体
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
）

② 

個
別
案
件
に
関
す
る
会
議
で
あ
る
こ
と

③ 

本
人
の
利
益
を
図
る
目
的
で
実
施
す

る
個
別
会
議
で
あ
る
こ
と

④ 

法
テ
ラ
ス
の
実
施
す
る
他
の
法
律
相

談
援
助
の
利
用
に
よ
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
こ
と

　

 （
例
）
客
観
的
に
は
支
援
が
必
要
で
あ

る
が
、
本
人
が
法
律
相
談
を
拒
否
し
て

お
り
、福
祉
関
係
者
同
席
の
法
律
相
談

を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
場
合

●
ケ
ー
ス
会
議
の
申
込
方
法

● 

無
料
法
律
相
談
、裁
判
に
関
す
る

費
用
も
ご
心
配
な
く

　

必
要
が
あ
れ
ば
ご
本
人
の
同
意
を
得

て
無
料
で
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。
相

談
は
１
回
30
分
、
一
つ
の
問
題
に
つ
き

３
回
ま
で
相
談
で
き
ま
す
。

●
代
理
援
助
・
書
類
作
成
援
助

　

無
料
相
談
の
み
で
は
問
題
が
解
決
せ

ず
、
裁
判
や
調
停
・
交
渉
な
ど
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
際
、
弁
護
士
・
司
法
書

士
の
費
用
や
裁
判
費
用
を
立
て
替
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
立
て
替
え
た
費
用

は
、
本
人
が
毎
月
分
割
で
返
済
し
ま

す
。
要
件
に
該
当
す
る
方
に
は
免
除
の

制
度
も
あ
り
ま
す
。
無
料
法
律
相
談
や

費
用
の
立
て
替
え
に
は
「
月
収
や
保
有

資
産
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
（
左

表
参
照
）」
や
「
民
事
法
律
扶
助
の
趣
旨

に
適
す
る
こ
と
」「
勝
訴
の
見
込
み
が
な

い
と
は
言
え
な
い
こ
と
」
な
ど
の
利
用

条
件
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
法
テ
ラ
ス
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

（
法
テ
ラ
ス
神
奈
川
）
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神
奈
川
県
で
は
、
令
和
４
年
に
自
殺

に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
は
１
３
３
７
人

で
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺
者
数

（
自
殺
死
亡
率
）
は
14
・
５
人
と
な
り
、

前
年
に
比
べ
て
１
・
３
人
増
加
し
て
い
ま

す
（
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

特
に
、
女
性
や
こ
ど
も
・
若
者
の
自

殺
者
数
の
高
止
ま
り
や
増
加
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
殺
の
多
く
は
多
様
か
つ
複

合
的
な
原
因
や
背
景
が
あ
り
、
様
々
な

要
因
が
連
鎖
す
る
中
で
起
き
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
に
お
け
る
自
殺
対
策
の
取
り
組
み

 

―
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

　

県
で
は
、
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
を
一

人
で
も
多
く
救
う
こ
と
を
め
ざ
し
、
令

和
５
年
３
月
に
「
か
な
が
わ
自
殺
対
策

計
画
（
第
２
期
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
教

育
・
産
業
等
様
々
な
関
係
機
関
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
か
な
が
わ
自
殺
対
策
会
議
」

を
開
催
し
、
自
殺
対
策
に
つ
い
て
協
議

し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
具
体
の
取
り
組
み

　

県
は
、
県
民
に
対
し
て
各
種
研
修
や
、

相
談
窓
口
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
交
通
広
告
に
掲

載
す
る
な
ど
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

特
に
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
※
）
研
修

の
受
講
者
が
増
え
る
こ
と
で
、
家
族
や

近
所
、
友
人
、
同
僚
等
地
域
の
中
で
心

の
不
調
を
か
か
え
る
人
に
気
づ
き
、
支

援
機
関
に
つ
な
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
相
談
窓
口
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
や
、
支
援
に
つ
な
が
る
人
が
増
え
る
こ

と
で
、
社
会
全
体
の
自
殺
リ
ス
ク
を
低

下
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
殺
ハ
イ
リ
ス
ク
者
で
あ
る
自

殺
未
遂
者
支
援
に
つ
い
て
も
病
院
、
相

談
支
援
事
業
所
の
協
力
を
得
て
、
支
援

の
体
制
強
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

●
他
機
関
と
の
連
携

　

そ
し
て
、
多
重
債
務
や
労
働
問
題
、

自
死
遺
族
の
相
談
に
つ
い
て
は
、弁
護
士

等
の
司
法
や
労
働
の
関
係
機
関
が
行
っ

て
い
る
専
門
相
談
に
つ
な
げ
た
り
、
学
校

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
地
域
の

支
援
機
関
に
つ
な
げ
た
り
な
ど
の
連
携

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
相
談
に
対

し
て
は
、
保
健
・
福
祉
・
司
法
・
医
療
等

の
専
門
家
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
を
受

け
る
「
包
括
相
談
会
」
を
実
施
し
、
各

機
関
と
連
携
し
た
相
談
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
「
自
殺
対
策
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
（
仮
称
）」
の
開
設
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
県
、
関

係
機
関
の
取
り
組
み
や
研
修
な
ど
の
情

報
を
発
信
し
、
県
民
の
皆
様
に
周
知
、

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
自
殺
対
策
の
課
題

　

令
和
４
年
の
国
民
生
活
基
礎
調
査（
厚

生
労
働
省
）で
は
、
県
民
の
お
よ
そ
２
人

に
１
人
が
日
常
生
活
に
お
い
て
「
ス
ト
レ

ス
あ
り
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

心
の
不
調
や
不
安
が
あ
っ
て
も
だ
れ
に

も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
一
人
で
悩

み
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
ず
、
追
い
込
ま
れ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
自
殺
や
精
神
疾
患
に
対
す
る
知
識

や
理
解
不
足
に
よ
る
周
囲
の
偏
見
も
課

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
自
殺
や
精
神

疾
患
に
つ
い
て
の
知
識
や
理
解
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
人
や
支
援
機
関
と

連
携
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と
で「
孤
立

し
な
い
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
、
自
殺
者
数
の
減
少
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。◆　

　

◆　
　

◆

　

県
で
は
、
今
後
も
県
民
の
皆
様
が
心

の
健
康
を
保
ち
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
県
民
の
皆
様
や
社
会
福
祉
協

議
会
等
関
係
機
関
と
連
携
を
し
て
自
殺

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

（
県
が
ん
・
疾
病
対
策
課
）

（グラフ）神奈川県の自殺者数・自殺死亡率の推移

（
※
）
こ
こ
ろ
に
不
調
を
か
か
え
て
い
る
人

や
、
自
殺
に
傾
く
人
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

対
応
す
る
人
の
こ
と

ゲートキーパーに
ついてはこちらから

「かながわこころの情報
サイト」に各種相談窓口
を掲載しています

https://www.pref.kan
agawa.jp/docs/nf5/
kokoro/top.html
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2023年12月25日～2024年１月26日
※新聞等掲載時点

●認知症基本法が施行　
　認知症の人が尊厳や希望を持って暮らせる共生社
会実現が目的の「共生社会の実現を推進するための
認知症基本法」が令和６年１月１日に施行された。
国は１月26日に、首相が本部長の「認知症
施策推進本部」を設置した。今後は、法律
に基づく「基本計画」を作る。

●令和６年能登半島地震発生、47市町村に災害
救助法が適用

　能登地方を震源とする最大深度７の地震により、広
い範囲で甚大な被害が生じ、多くの方が厳しい避難生
活を余儀なくされている。
　社協では災害ボランティアセンターの設置、生活福
祉資金（緊急小口資金）の特例貸付が開始されてい
る。また、避難所への生活支援のため、災害福祉支援
ネットワーク中央センター（全社協）により１月８日
以降の災害派遣福祉チーム（ＤＷＡＴ）の派遣を調整
している。この他、被災地の福祉施設や社協に対し
て、全国からの応援職員が派遣されている。

●相模原市　情報格差解消を目指し携帯４社と
協定

　相模原市と携帯電話事業者４社は１月９日「ス
マートフォンの普及促進に係る実証実験に関する協
定」を締結した。協定により４社は、相模原市緑区
の中山間地域で懸念される高齢者の情報格差解消を
目指しスマートフォン普及を促進するため、今後、
津久井、相模湖、藤野の旧３町の地域に住む65歳以
上の市民を対象に、スマホ教室の開催や、
６カ月間スマートフォンの無償貸与などを
行う。

●県　子育て支援情報をLINEでお届け
　県は、住んでいる市町村や子どもの年齢に応じた
子育て支援の情報をLINEで通知するサービスを始
めた。県の公式LINEアカウント「かながわ子育て
パーソナルサポート」に登録して居住地と子どもの
年齢を入力すると、集約した市町村ごとの子育て支
援情報を、必要なタイミングに「プッシュ
型」で送信する仕組みで、保護者が自分で
探さなくても情報を取得できる。

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和５年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

＜重 要＞

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

特定感染症重点プラン
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私のおすすめ
◎ このコーナーでは、子育てや
障害、認知症・介護当事者等の目
線から、普段の暮らしに役立つ「お
すすめ」なものを紹介します。

◎ このコーナーでは、子育てや
障害、認知症・介護当事者等の目
線から、普段の暮らしに役立つ「お
すすめ」なものを紹介します。

〈連絡先〉横浜市神奈川区反町3丁目17番2
TEL 045-548-8061　 FAX 045-548-8068
Mail kazokunokai@guitar.ocn.ne.jp
毎週（月）（水）（金）10時から16時
URL https://azkanagawa.sakura.ne.jp/wp/

るようになりました。今では、自分の経験を伝え、認
知症の人と家族のために目の前の不安を持った当事者
が一人でも笑顔になって欲しいと講演をしています。
　「認知症になると何もできなくなり、困った症状ば
かりで迷惑がかかる」という偏見と誤解は、いまだに
根強く残っていますが、この本からは認知症に対する
意識が変わってきます。

❖映画『オレンジ・ランプ』

　また、この本を原作にした映画「オレンジ・ランプ」
も公開されました。
　認知症の当事者を和田正
人さん、妻を貫地谷しほり
さんが演じており、とても
感動する映画になりました。
　「実話をもとに描く、や
さしさに満ちた希望と再生
の物語」として公開され、
現在は各地で自主上映が行
われています。映画の詳
細、上映会のお申し込みは
ホームページからご確認く
ださい。
　丹野智文さんは、本の解説の最後に「みなさんが安
心して認知症になれる社会を一緒に作っていきましょ
う」と書いています。今、認知症とともに生きる共生
社会が求められています。
　この本と映画から認知症の理解が深まることを願っ
ています。

本『オレンジ・ランプ』山国秀幸著・幻冬舎
　https://www.gentosha.co.jp/book/
　detail/9784344432895/

映画『オレンジ・ランプ』
　https://www.orange-lamp.com/ 

　認知症と聞くと、高齢者の病気と思われがちです
が、65歳未満で発症する若年性認知症もあります。若
年性認知症の原因としては、アルツハイマー型認知症
が約半数と最も多いですが、その他にも血管性認知
症、前頭側頭型認知症など原因は様々です。厚生労働
省の調査によると、発症の平均年齢は54.4歳であり、
まだ働き盛りの世代ですので、生活に大きな影響が出
てきます。
　ご本人は認知症と診断されたことから絶望する方が
多く、これからの人生に不安を感じます。「認知症に
なったら人生終わり」と思ってしまいます。また、家
族も、将来のことを考え、医療や介護だけではなく、
経済的なこと、家庭のこと、社会に受け入れてもらえ
るか、どのように暮らしていけばよいのかなど多くの
悩みを抱えます。
　ただ認知症になったからといって、辛くて悲しいこ
とばかりではなく、希望もあり、明るさ、喜びもあり
ます。新しい人生も始まります。認知症になったから
といって、すべてが終わるわけではないのです。

❖本『オレンジ・ランプ』

　この本からそういったことを知ることができます。
本の解説の中で、この本のモデルとなった丹野智文さ
んは「39歳の時に若年性アルツハイマー型認知症と診

断され、毎晩泣いてばかり
いました。それは泣きたく
て泣いているのではなく、
自然と一人になると涙が溢
れてきたのです。それだけ
不安と恐怖の中にいまし
た」と書いています。
　ですが、そのような中、
家族の支え、仕事場での上
司・同僚の理解、学生時代
からの親友との友情、地域
での助け合いから、前向き
に笑顔で過ごすことができ

 今月は
⇨ 認知症の人と家族の会神奈川県支部
  がお伝えします !　39歳で若年性認知症と診断され、現在49歳の

丹野智文さんをモデルにした書籍「オレンジ・
ランプ」が発売されています。また、本を原作
にした映画も公開されています。
　本では奥様とご本人の思いが二人のそれぞ
れの視点で交互に書かれています。
　認知症の当事者とその家族、周囲の人の優し
さが満ちている作品です。ぜひご覧ください。

『オレンジ・ランプ』本と映画のご紹介

認知症の人と家族の会は1980年に、神奈川県支部は1981年に発足。
以来今日まで、介護家族と本人のつどい、電話相談、会報の発行、啓
豪活動、調査研究、行政への要望などを行ってきました。
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住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
中
に

位
置
付
け
ら
れ
た
居
住
支
援
に
は
、
①
入

居
者
へ
の
家
賃
債
務
保
証
、
②
住
宅
相
談

な
ど
賃
貸
住
宅
へ
の
円
滑
な
入
居
に
係
る

情
報
提
供
・
相
談
、
③
見
守
り
な
ど
要
配

慮
者
へ
の
生
活
支
援
、
④
①
〜
③
に
付
帯

す
る
業
務
が
あ
り
、
都
道
府
県
か
ら
指
定

を
受
け
る
こ
と
で
居
住
支
援
法
人
と
し
て

活
動
で
き
ま
す
。

― 

要
配
慮
者
が
入
居
を
断
ら
れ
る
理
由
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

（
入
原
）
要
配
慮
者
の
中
に
は
、
緊
急
連
絡

先
の
な
い
方
や
収
入
が
低
い
方
が
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
の
方
や
障
害
の
あ
る
方

も
断
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
高
齢
者
の
室
内
死
（
居
室
内
で

一
人
で
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
の
こ
と
）
や

障
害
の
あ
る
方
の
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ら
家
賃
の
支
払
い
が
で
き
る

か
な
ど
大
家
さ
ん
や
不
動
産
業
者
が
「
自

分
た
ち
が
負
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
が
あ
る
か
ら
で
、

地
域
の
見
守
り
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

こ
と
を
説
明
し
、
理
解
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
加
藤
）
自
社
の
管
理
物
件
で
す
と
、
あ
る

程
度
融
通
が
利
く
の
で
入
居
し
や
す
い
で

す
。
し
か
し
、
一
般
の
物
件
か
ら
探
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
は
、
物
件
を
所
有

す
る
大
家
さ
ん
や
そ
の
物
件
を
管
理
す
る

不
動
産
業
者
が
要
配
慮
者
に
対
す
る
理
解

が
な
い
と
、
入
居
を
断
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

― 

居
住
支
援
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か

（
萩
原
）
ご
本
人
か
ら
の
相
談
に
始
ま
り
、

転
居
理
由
や
物
件
の
希
望
、
引
っ
越
し
費

用
な
ど
を
聞
き
取
る
と
、
福
祉
的
支
援
が

必
要
な
方
が
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
機
関
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
も
分
か
り
、
そ
の

場
合
に
は
、
ま
ず
関
係
機
関
に
つ
な
い
で

か
ら
住
ま
い
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

― 

居
住
支
援
を
行
う
上
で
の
難
し
さ
は
あ

り
ま
す
か

（
入
原
）
入
居
者
の
多
く
は
、
家
賃
が
支
払

え
な
い
時
に
備
え
て
保
証
会
社
の
家
賃
債

務
保
証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
高
齢

者
や
障
害
者
、
す
で
に
債
務
が
あ
る
方
も

対
象
に
な
り
ま
す
が
、
中
に
は
保
証
会
社

の
審
査
が
通
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。

（
加
藤
）要
配
慮
者
に
対
す
る
不
動
産
業
者

や
大
家
さ
ん
の
理
解
も
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
萩
原
）要
配
慮
者
の
生
活
状
況
を
知
ら
な

い
た
め
、
ひ
と
く
く
り
に
リ
ス
ク
が
高
い

と
判
断
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
福
祉
関
係
者
の
支
援
が
あ
れ
ば
、
地

域
で
も
生
活
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
物
件
管
理
会
社
へ
ご
本

人
と
一
緒
に
出
向
き
、
直
接
会
っ
て
も
ら

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

― 

国
で
は
、
生
活
保
護
や
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、

住
宅
施
策
と
の
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す

（
入
原
）
居
住
支
援
は
、
住
宅
と
福
祉
を
つ

な
ぐ
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
支
援

制
度
の
仕
組
み
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
な
ぐ
と

い
う
見
方
が
で
き
ま
す
。

（
加
藤
）
不
動
産
業
者
の
側
か
ら
考
え
る

と
、
３
万
円
の
物
件
を
複
数
契
約
す
る
よ

り
も
、
10
万
円
の
物
件
を
契
約
し
た
方
が

時
間
と
手
間
も
か
か
ら
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

で
す
が
、
私
の
場
合
は
、
た
ま
た
ま
精

神
障
害
の
あ
る
方
の
地
域
生
活
の
様
子
を

知
っ
て
「
地
域
で
生
活
し
て
も
問
題
な
い
」

と
思
い
ま
し
た
。
不
動
産
業
者
で
は
広
く

や
ら
れ
て
お
ら
ず
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

（
入
原
）
ミ
ク
ロ
の
視
点
で
見
る
と
、
少
額

の
賃
貸
物
件
の
仲
介
料
だ
け
で
は
利
益
が

上
が
り
に
く
い
で
す
が
、
不
動
産
業
者
と

福
祉
関
係
者
の
顔
が
見
え
る
関
係
が
で
き

ハザマ
　　福祉課題

連載

【
第
４
回
】
住
ま
い
の
課
題
を
抱
え
る
人
の
支
援
の
現
状

 

―
居
住
支
援
団
体
の
取
り
組
み
か
ら

　

高
齢
者
や
障
害
者
、
生
活
困
窮
者
な
ど
の
中
に
は
、
様
々
な
理
由
か
ら
住
ま
い
の
確
保
に
課
題
を

抱
え
る
人
が
い
ま
す
（
い
わ
ゆ
る
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
）。
福
祉
的
ニ
ー
ズ
を
も
つ
人
の
中
に
は
、

住
ま
う
〝
場
〞
の
確
保
と
と
も
に
、
そ
こ
で
の
生
活
を
支
え
る
福
祉
的
支
援
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
（
以
下
、
要
配
慮
者
）
を
支
え
る
制
度
は
福
祉
施
策
の
ほ
か
、
住
宅
施
策
に

お
け
る
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
要
配
慮
者
へ
の
住
ま

い
の
相
談
や
入
居
後
の
見
守
り
支
援
な
ど
が
あ
り
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
居
住
支
援
を
行
っ
て
い
る
３
人
の
方
に
、
支
援
の
実
際
や
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

居住支援団体の皆さん
（左から）加藤さん、萩原さん、入原さん
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和５年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

❶ 基本補償（賠償・見舞）

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料でスケスケールメリットをを活かしたた割安な安な保な保保険料険料で料で
充実補償をご提供します充充実補実補償償をご提供補償をご提ご提供提供しますします！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
社会福祉法人等が運営する社会

　福祉施設です。

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

保険期間１年

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

プラン 22

オプション５
プラン 11

プラン33
プラン44

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

（SJ22-12033から抜粋）

る
と
、
福
祉
関
係
者
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

取
り
引
き
（
自
宅
、
実
家
の
売
却
）
や
地

域
の
空
き
家
の
利
活
用
の
相
談
を
受
け
る

な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
広
が
り
が
で
き
る
側

面
が
あ
り
ま
す
。

―
住
宅
施
策
と
し
て
、
今
後
に
期
待
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

（
加
藤
）ま
ず
は
不
動
産
業
者
が
要
配
慮
者

の
状
況
を
理
解
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
入

居
の
受
け
入
れ
を
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、

ご
本
人
の
住
ま
い
の
選
択
肢
が
広
が
り
、

居
住
支
援
の
課
題
も
解
決
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

（
入
原
）
不
動
産
業
者
と
し
て
は
、
社
会
貢

献
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
両
面

が
あ
り
ま
す
。「
家
を
借
り
た
い
人
に
は
当

た
り
前
に
貸
す
」
と
言
う
不
動
産
業
者
も

い
て
、「
要
配
慮
者
」
だ
か
ら
と
い
う
の
で

は
な
く
、
そ
の
方
自
身
を
見
る
と
い
う
の

が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

（
萩
原
）ご
本
人
の
希
望
と
物
件
の
実
際
と

で
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
か
も
大

切
な
視
点
で
、
福
祉
関
係
者
の
方
と
も
協

力
し
て
ご
本
人
の
希
望
を
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

要
配
慮
者
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
な

が
ら
、
ご
本
人
に
と
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
場
が
ど
こ
か
、
一
緒
に
考
え
て
く
れ

る
居
住
支
援
に
関
わ
る
皆
さ
ん
の
存
在
は

心
強
い
も
の
と
感
じ
ま
す
。

　

一
方
で
、
住
宅
確
保
の
面
に
お
い
て
は

要
配
慮
者
に
対
す
る
理
解
や
地
域
の
中
で

の
見
守
り
な
ど
課
題
も
残
り
ま
す
。
今
後
、

福
祉
と
住
宅
の
連
携
を
進
め
る
上
で
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
協
働
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
企
画
課
）

株式会社
トータルホーム
代表取締役

加藤 靖教さん

厚木市の不動産業者。居住支援
法人として指定を受け、主に精
神障害のある方の入居支援や見
守り支援を行っている。

HP   https://www.tot
al-h.co.jp/

ＮＰＯ法人
ナレッジ・リンク

萩原 利公さん

相模原市で生活困窮者自立支援
制度に基づく就労準備支援事業
を行うほか、県の委託を受け町
村部の居住支援を行っている。

公益社団法人
かながわ住まい
まちづくり協会
事業部　事業課長

入原 修一さん
居住支援法人として高齢者や障
害者の入居支援や見守り支援を
行うほか、神奈川県居住支援協
議会の事務局を担う。

HP   http://www.mac
hikyo.or.jp/
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価（
以
下
、

第
三
者
評
価
）
と
は
、
都
道
府
県
に
１

か
所
ず
つ
設
置
さ
れ
る
第
三
者
評
価
事

業
の
推
進
組
織
が
認
証
し
た
評
価
機
関

が
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
特
徴
や
サ
ー

ビ
ス
の
質
に
つ
い
て
、
専
門
的
か
つ
客

観
的
な
立
場
か
ら
総
合
的
に
評
価
を
す

る
も
の
で
す
。

　

第
三
者
評
価
の
受
審
か
ら
評
価
結
果

公
表
ま
で
の
標
準
的
な
流
れ
は
左
記
の

と
お
り
で
、
受
審
を
希
望
す
る
事
業
者

は
評
価
機
関
と
直
接
契
約
を
結
び
ま
す
。

契
約
後
は
事
業
者
に
よ
る
自
己
評
価
や

評
価
機
関
に
よ
る
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

等
の
事
前
準
備
の
後
、
評
価
機
関
所
属

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
を
受
審
し
て
み
ま
せ
ん
か

―
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
む
け
た
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す

の
評
価
調
査
者
に
よ
る
訪
問
調
査
を
実

施
し
、
一
連
の
結
果
を
踏
ま
え
て
評
価

機
関
と
事
業
者
で
意
見
交
換
、
調
整
を

重
ね
、
評
価
結
果
が
確
定
し
ま
す
。

　

本
県
の
第
三
者
評
価
推
進
組
織
で
あ

る
、
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
推
進
機
構
（
以
下
、
推
進
機
構
）

で
は
、
毎
年
受
審
事
業
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
受
審
の
効

果
と
し
て
「
自
ら
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
内
容
に
つ
い
て
新
た
な
気
づ
き
が
得

ら
れ
た
」「
職
員
参
加
で
振
り
返
り
を
行

う
こ
と
で
課
題
の
共
有
が
進
ん
だ
」
等

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
第
三
者
評
価
に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
に
む
け
た
事
業
者
の
主

体
的
な
取
り
組
み
の
促
進
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
へ
の
重
要
事
項
説
明
に

は
第
三
者
評
価
の
受
審
の
有
無
等
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
評
価
結
果

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
も
公
表
さ
れ

る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
際
の

情
報
に
な
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業

者
と
し
て
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
（
推
進
機
構
で
は
受
審
事

業
者
に
対
し
ス
テ
ッ
カ
ー
形
式
の
「
受

審
済
証
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
）。

さ
ら
な
る
受
審
促
進
に
向
け
て

　

任
意
で
受
審
す
る
仕
組
み
と
し
て
平

成
16
年
度
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た

第
三
者
評
価
で
す
が
、
そ
の
後
、
児
童

養
護
施
設
等
の
社
会
的
養
護
関
係
施
設

の
受
審
義
務
化
（
３
年
に
１
度
、
措
置

費
の
受
審
加
算
あ
り
）
や
、
県
内
で
は

横
浜
市
や
川
崎
市
で
の
保
育
分
野
に
お

け
る
単
独
の
加
算
制
度
の
実
施
、
さ
ら

に
本
会
の
経
営
者
部
会
や
施
設
部
会
の

一
部
の
種
別
協
議
会
に
お
い
て
も
、
会

員
支
援
の
一
環
と
し
て
受
審
料
の
一
部

助
成
を
行
う
な
ど
受
審
に
向
け
た
支
援

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
も
あ
り
、
令
和
元
年
以
降
の
本
県
の

受
審
件
数
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
つ
つ
も
４

年
間
連
続
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
受
審
促
進
が
望
ま
れ
る

状
況
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

推
進
機
構
で
は
第
三
者
評
価
に
対
す

る
一
層
の
理
解
促
進
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
事
業
者
に
対
し
て
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
参
加
で
き
る
説
明
会
の
開
催
や
、

会
員
を
対
象
と
す
る
受
審
費
用
の
一
部

助
成
な
ど
、
引
き
続
き
受
審
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
推
進
課
）

推進機構キャラクター「ふ
くしみるちゃん」絵柄入り
受審済証（ステッカー）

か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
推
進
機
構

Ｈ
Ｐ
は
こ
ち
ら

294 300
360 399

第三者評価の標準的な流れ
STEP１「評価機関の選定」
　評価機関の情報収集、比較、選定

STEP２「契約」
　評価機関との契約、スケジュール調整など

STEP３「事前準備」
　自己評価の実施、必要書類の提出、
　評価機関による利用者アンケート調査など

STEP４「訪問調査」
　現地での職員、利用者への調査、場面観察など

STEP５「調査結果の確認」
（評価結果の内示）

　評価結果内容の相互確認、公表に関する同意

STEP６「評価結果の確定・公表」
　ホームページなどで公表（公表期間：３年間）
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URL  https://x.gd/PR2AH
　詳細はHPで確認
HP https://knvc.jp/activiti
　es_event/2674/
◇ 問合せ＝地域課（かながわ
　ボランティアセンター）
☎ 045-312-4813　 FAX 045-312-6307
Mail tiiki@knsyk.jp

寄附金品ありがとうございました

【県社協への寄附】古積英太郎
【交通遺児等援護基金】（株）エスホケ
ン

【子ども福祉基金】（株）エスホケン、
脇隆志

【ともしび基金】JAさがみ、JAセレ
サ川崎、JAかながわ西湘、JA湘
南、（福）日本医療伝道会総合病院
衣笠病院、富士見湯
 （匿名含め、合計14件103,172円）
【寄附物品】（一社）生命保険協会神
奈川県協会、神奈川トヨタ自動車
（株）、東亜建設工業（株）横浜支
店、住宅営繕事務所、（一社）神奈川
県自動車会議所

【ライフサポート事業】〈寄附物品〉
（Ｎ）セカンド・ハーベストジャパン
 （いずれも順不同、敬称略）

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

本会主催の催し

協働モデル助成
多文化高齢社会ネットかながわ

2023年度活動報告会
◇日時＝令和6年3月10日（日）
　　　　14時～16時30分
◇開催方法＝ハイブリッド開催
◇会場＝かながわ県民センター301会議室
◇定員＝会場40名、オンライン80名
　詳細はHPで確認
HP   https：//ja.padlet.com/
tknkyukka2021/tknk-bh
4hgxgs4jo6gjb6

◇問合せ＝多文化高齢社会ネットか
ながわ（TKNK）事務局

Mail  tknkyukka2021@gmail.com

令和５年度
ボランティア活動等実践交流会

担い手について考える
◇日時＝令和6年3月13日（水）
　　　　14時～16時30分
◇会場＝県社会福祉センター4階
◇参加費＝1,000円（事前振込）
◇定員＝80名（先着順）
◇申込方法＝URLから申込み

（広告）

（広告）

（広告）

機関紙づくり機関紙づくりとと広報戦略広報戦略でで
神奈川神奈川からからより良い社会へより良い社会へのの歩み歩みをを推し進めます推し進めます

おまかせください　社会福祉協議会様の広報誌づくり

広報紙づくりの実績多数ございます。

　　　　　　　　　思いを届けるお手伝いをしてまいります。

株式会社神奈川機関紙印刷所
〒236-0004　横浜市金沢区福浦2-1-12
代表　　　TEL（045）785-1700　FAX（045）784-6902
製作受付　TEL（045）785-1766　FAX（045）780-1598

広報誌のデザイン・編集サポート、各種印刷から
ウェブサイトの作成・管理など、広報全般

開成町社協へ福祉巡回車を寄贈いただき、
令和６年１月10日、（一社）生命保険協会神
奈川県協会 酒井会長（左）へ感謝状を贈呈

交通遺児等援護基金に寄附いただき、令和６年
１月16日、（一財）YAMANAKA未来財団 山中
昌一代表取締役社長（右）へ感謝状を贈呈

福祉施設等へ介護車両を寄贈いただき、
令和６年１月25日、（一社）神奈川県自動車会
議所 御代田晃一理事長（左）に感謝状を贈呈
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かながわ

情報
ほほっとっと

視覚障害者へクライミング
の機会を
　障害のある人もない人も一緒にク
ライミングを楽しむイベントが、毎月
戸塚区で開催されています。主催して
いる（Ｎ）モンキーマジックの代表理事
小林幸一郎さんにお話を伺いました。
　小林さんは日本のパラクライミン
グをリードしてきた盲目のクライマー
です。16歳でクライミングを始め、2
8歳で目の難病を発症し徐々に目が
見えなくなっていきました。失意の
中でしたが、クラミングを続けてい
ると、目が見えなくてもクライミング
が続けられることに気付き、この経
験を他の視覚障害者にも伝えていこ
うと思いました。
　「クライミングは人と争うスポーツ
ではなく、自分のペースで、自分のや
り方を見つけて、答えを出していくス
ポーツです。障害者にとって、できな
いことが増えて行く中で、クライミン
グが自信を取り戻し、新しい関係を
築くきっかけになります。そして未来

を支えるものになります」と小林さ
んは言います。そして、この活動に
自分の人生をかけていこうと決意
し、2005年に（Ｎ）モンキーマジック
を設立し、障害の有無に関わらず誰
もがクライミングを楽しむ機会を
作ってきました。
　モンキーマジックのスタッフの白
井さんは言います。「クライミングは
障害のある人もない人も一緒に楽し
めるスポーツであることを知って欲
しいです。助ける・助けられるではな
く、一緒にクライミングを楽しむこと
で多様性の理解が進むと思います」
　そして、モンキーマジックの活動
が認められ2022年、「スポーツ界のア
カデミー賞」と言われている「ローレ
ウス世界スポーツ賞」にノミネートさ
れるほどの団体になりました。

交流型クライミングイベント
“マンデーマジック”
　毎月第三月曜日の夜に開催されて
いるマンデーマジック横浜＠戸塚（ク
ライミングジム ライズ）に参加をしま
した。視覚や聴覚に障害のある人や
障害のない人が10数名集まりまし
た。初めて参加する人に対してクラ
イミングの基本を教えた後、グルー
プに分かれて自由にクライミングを
楽しみます。視覚障害がありクライ
ミング歴10年以上のカツミさんは、

コースの説明を聞いたあと、すいす
いと高さ３ｍほどのゴールへ登ってい
きます。途中、下にいるガイドが近く
にあるホールドを大きな声で説明し
ます。「10時の方向に、やや遠め、三
角形！」と、方向・距離・形を説明し
ます。手順や体の使い方など細かい
ことはあまり伝えず、クライミングの
楽しさである、自分で登り方を考える
ことをしてもらいたいと、小林さんは
話します。２時間ほどクライミング
を楽しんだ後は、みんな打ち解けて
和やかな雰囲気に包まれていました。
　今後の目標について小林さんは
「全国47都道府県へ交流型クライミ
ングイベントを届けたい。さらにア
ジア各国に向けて活動を広げていき
たい」と、語ってくれました。
　クライミングは、どなたでも参加
できます。興味のある方は、下記Ｈ
Ｐからお申込みください。 （企画課）

  見えない壁だって、越えられる  
  ―視覚障害者クライミング  

 特定非営利活動法人　モンキーマジック

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2024（令和６）年2月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0825　横浜市神奈川区反町3丁目17-2　☎045-534-3866　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

https://form.gle/74aewHkEfzQ9ybJQ8

ご意見・ご感想を
お待ちしています！→

（広告）

（N）モンキーマジック
https://www.monkey
magic.or.jp

神奈川県弁護士会
成年後見センター みまもり
まずはお電話ください「みまもりダイヤル」

045-211-7720 成年後見に関する
無料電話相談

（20分以内）

神奈川県弁護士会　〒231-0021 横浜市中区日本大通9

成年後見のことなら、どなたでも、どの段階でも弁護士が相談を受けます。

代表理事の小林幸一郎さん

スタッフの白井唯さん
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